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「
柴
山
伏
越
改
造
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

白
岡
○
一

柴
山
伏
越
改
造
碑

吉
田
清
英

中
島
撫
山

中
島
撫
山

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

石
塚
友
次

一
八
八
七
・
明
治
二
十

柴
山

柴
山
排
水
機
場
横

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
見
沼
代
用
水
路
と
元
荒
川
が
交
差
す
る
地
点
に
設
け
ら
れ
た
重
要
構
造
物
「
柴
山
伏
越
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
木
造
だ
っ
た
も
の
を
、
明
治
二
十
年
に
煉
瓦
造
り
に
改
造
し
た
こ
と
を
記
念
し
て

立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

題
額
（
篆
書
体
）

○
写
真
３
「
碑
記
」
部
分
（
隷
書
体
）

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

◎
題
額柴

山
伏
越

改
造

之
碑
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◎
碑
記

自
武
之
億
玉
之
中
條
鑿
渠
引
利
根
河
南
會
星
川
行
十
七
里
許
盡
足
立
之
南
境
謂
之
見
沼
代
用
水

當
其
逕
柴
山
平
野
而
此
閘
在
焉
初
足
立
郡
有
潴
曰
見
沼
袤
泓
數
里
民
多
取
其
水
漑
田
徳
川
公
吉

宗
欲
涸
而
甸
之
召
精
達
水
利
者
井
澤
彌
揔
兵
衞
于
南
紀
命
掌
其
事
彌
揔
審
觀
地
勢
深
懼
厲
民
填

潴
成
村
新
開
此
渠
以
代
其
水
代
之
所
稱
繇
茲
用
水
者
漑
水
也
柴
山
平
野
間
有
膽
荒
川
西
来
東
注

渠
至
云
將
十
字
貫
之
彌
揔
乃
作
巨
木
梘
二
條
衡
亘
川
底
呑
納
渠
水
潜
而
南
出
而
各
流
無
觸
礙
云

閘
是
也
故
稱
伏
々
越
々
者
潜
伏
經
度
之
謂
也
凡
渠
所
灌
通
億
玉
足
立
南
北
四
郡
村
三
百
四
十
七

其
屬
閘
下
者
為
村
二
百
有
二
田
萬
二
千
六
百
餘
町
功
竣
在
享
保
十
三
年
爾
後
水
脈
溥
通
暵
潦
寡

害
漕
輸
又
利
民
大
便
頼
之
遝
今
百
六
十
餘
年
思
井
澤
氏
而
弗
諼
嘻
其
澤
亦
渥
矣
哉
然
木
梘
易
朽

率
十
年
新
之
毎
費
金
千
數
民
或
艱
焉
今
億
玉
縣
知
事
吉
田
公
甞
有
憂
之
思
甓
造
以
永
固
以
南
足

立
郡
管
屬
東
亰
府
而
受
灌
頗
多
而
謀
諸
府
々
亦
善
之
民
乃
競
出
資
供
用
於
是
今
茲
春
鳩
工
庀
材

以
蜑
役
其
制
泥
煉
石
灰
黏
合
赭
瓦
片
成
一
大
横
筩
又
糅
礫
厚
塗
其
外
穿
川
底
加
深
丈
八
尺
寘
之

換
梘
悟
積
年
益
牢
如
全
石
長
絶
壞
漏
之
虞
非
苟
為
觀
美
而
浮
費
宣
驕
云
舊
梘
其
一
長
廿
六
間
内

濶
丈
四
尺
髙
四
尺
其
一
如
之
濶
減
二
尺
今
筩
長
廿
九
間
内
徑
丈
二
尺
兩
端
竪
口
高
徑
各
丈
八
尺
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厚
皆
三
尺
五
寸
其
費
總
計
為
金
一
萬
五
千
三
百
九
十
六
圓
餘
縣
管
下
出
其
九
千
五
十
四
圓
餘
府

管
下
出
其
四
千
二
百
十
六
圓
餘
縣
出
二
千
百
廿
六
圓
餘
以
補
足
之
従
一
月
渉
四
月
凡
百
十
餘
日

而
成
實
朙
治
之
廿
年
也
平
野
邨
長
曰
篠
崎
源
右
衞
門
役
罷
而
言
曰
我
閘
固
稱
關
東
三
大
土
木
之

一
且
民
久
遺
愛
澤
氏
今
也
知
事
公
有
濬
澮
盡
力
之
政
吏
民
有
敬
順
趨
命
之
義
澤
氏
之
績
頼
以
不

朽
矣
遭
斯
盛
舉
無
一
字
鐫
其
可
乎
乃
自
捐
數
十
金
又
醵
同
志
諸
氏
樹
石
閘
側
索
余
具
録
顚
末
余

也
頑
然
一
書
生
耳
喜
附
盛
事
之
下
亦
自
不
朽
也
遂
忘
謙
辭
而
記
之

朙
治
廿
年
歳
次
丁
亥
第
四
月

武
陽

中
島
慶
撰
幷
書
丹

億
玉
縣
知
事
従
五
位
勲
六
等
吉
田
清
英
篆
額

石
塚
友
次
鐫

＊
異
体
字
等

○
億

埼
。

○
云

此
。

○
揔

惣
。

○
膽

舊
。

○
甞

嘗
。

○
亰

京
。

○
蜑

就
。

○
悟

蓋
。

○
朙

明
。
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■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

柴
山
伏
越
改
造
碑
。

◎
碑
記

自
武
之
埼
玉
之
中
條
鑿
渠
、
引
利
根
河
、
南
會
星
川
。

行
十
七
里
許
、
盡
足
立
之
南
境
。

謂
之
見
沼
代
用
水
。

當
其
逕
柴
山
平
野
、
而
此
閘
在
焉
。

初
足
立
郡
有
潴
、
曰
見
沼
。

袤
泓
數
里
、
民
多
取
其
水
漑
田
。

德
川
公
吉
宗
、
欲
涸
而
甸
之
。

召
精
達
水
利
者
、
井
澤
彌
惣
兵
衞
于
南
紀
、
命
掌
其
事
。

彌
惣
、
審
觀
地
勢
、
深
懼
厲
民
。

塡
潴
、
成
村
、
新
開
此
渠
、
以
代
其
水
。

代
之
所
稱
、
繇
茲
。

用
水
者
漑
水
也
。

柴
山
平
野
間
、
有
舊
荒
川
。
西
來
東
注
。

渠
至
此
、
將
十
字
貫
之
。

彌
惣
乃
作
巨
木
梘
二
條
、
衡
亘
川
底
、
呑
納
渠
水
、
潜
而
南
出
。

而
各
流
、
無
觸
礙
。

此
閘
是
也
。

故
稱
伏
越
。
伏
越
者
、
潜
伏
經
度
之
謂
也
。

凡
渠
所
灌
、
通
埼
玉
足
立
南
北
四
郡
村
三
百
四
十
七
。

其
屬
閘
下
者
、
爲
村
二
百
有
二
、
田
萬
二
千
六
百
餘
町
。

功
竣
、
在
享
保
十
三
年
。

爾
後
、
水
脈
溥
通
、
暵
潦
寡
害
、
漕
輸
又
利
。

民
大
便
頼
之
。

遝
今
百
六
十
餘
年
、
思
井
澤
氏
而
弗
諼
。

嘻
、
其
澤
亦
渥
矣
哉
。

然
木
梘
易
朽
、
率
十
年
新
之
。

毎
費
金
千
數
。
民
或
艱
焉
。

今
埼
玉
縣
知
事
吉
田
公
、
嘗
有
憂
之
。

思
甓
造
、
以
永
固
。

以
南
足
立
郡
、
管
屬
東
京
府
、
而
受
灌
頗
多
、
而
謀
諸
府
。

府
亦
善
之
。

民
乃
競
出
資
供
用
。

於
是
、
今
茲
春
鳩
工
庀
材
、
以
就
役
。

其
制
、
泥
煉
石
灰
、
黏
合
赭
瓦
片
、
成
一
大
横
筩
。
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又
糅
礫
、
厚
塗
其
外
。

穿
川
底
、
加
深
丈
八
尺
、
寘
之
換
梘
。

蓋
積
年
益
牢
、
如
全
石
長
絶
壞
漏
之
虞
。

非
苟
爲
觀
美
、
而
浮
費
宣
驕
云
。

舊
梘
、
其
一
長
廿
六
間
、
内
濶
丈
四
尺
髙
四
尺
。

其
一
如
之
、
濶
減
二
尺
。

今
筩
、
長
廿
九
間
、
内
徑
丈
二
尺
。

兩
端
竪
口
、
高
徑
各
丈
八
尺
、
厚
皆
三
尺
五
寸
。

其
費
、
總
計
爲
金
一
萬
五
千
三
百
九
十
六
圓
餘
。

縣
管
下
、
出
其
九
千
五
十
四
圓
餘
。

府
管
下
、
出
其
四
千
二
百
十
六
圓
餘
。

縣
出
二
千
百
廿
六
圓
餘
、
以
補
足
之
。

從
一
月
渉
四
月
、
凡
百
十
餘
日
而
成
。

實
明
治
之
廿
年
也
。

平
野
邨
長
、
曰
篠
崎
源
右
衞
門
。

役
罷
而
言
曰
、

我
閘
、
固
稱
關
東
三
大
土
木
之
一
。

且
民
久
遺
愛
澤
氏
。

今
也
、
知
事
公
有
濬
澮
盡
力
之
政
、
吏
民
有
敬
順
趨
命
之
義
。

澤
氏
之
績
、
頼
以
不
朽
矣
。

遭
斯
盛
舉
、
無
一
字
鐫
、
其
可
乎
。

乃
自
捐
數
十
金
、
又
醵
同
志
諸
氏
、
樹
石
閘
側
。

索
余
具
録
顚
末
。

余
也
、
頑
然
一
書
生
耳
。
喜
附
盛
事
之
下
、
亦
自
不
朽
也
。

遂
忘
謙
辭
、
而
記
之
。

明
治
廿
年
歳
次
丁
亥
第
四
月
、
武
陽
中
島
慶
撰
幷
書
丹
。

埼
玉
縣
知
事
從
五
位
勲
六
等
吉
田
清
英
篆
額
。

石
塚
友
次
鐫
。

●
訓
訳

◎
題
額

柴
山
伏
越
改
造
碑
。

◎
碑
記

武
の
埼
玉
の
中
條
よ
り
渠
を
鑿
ち
、
利
根
河
を
引
き
て
、
南
の
か
た
星
川
に
會
す
。

行
く
こ
と
十
七
里
許
に
し
て
、
足
立
の
南
境
に
盡
く
。

ば
か
り

之
を
見
沼
代
用
水
と
謂
ふ
。

其
の
柴
山
平
野
を
逕
る
に
當
り
て
、
此
の
閘
焉
に
在
り
。

ひ

ら

の

ふ

こ
こ

初
め
、
足
立
郡
に
潴
有
り
、
見
沼
と
曰
ふ
。

袤
泓
數
里
、
民
多
く
其
の
水
を
取
り
て
田
に
漑
ぐ
。

そ
そ
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德
川
公
吉
宗
、
涸
し
て
之
を
甸
せ
ん
と
欲
す
。

水
利
に
精
達
せ
る
者
、
井
澤
彌
惣
兵
衞
を
南
紀
よ
り
召
し
、
命
じ
て
其
の
事
を
掌
ら
し
む
。

彌
惣
、
地
勢
を
審
觀
し
、
深
く
民
に
厲
る
を
懼
る
。

た
よ

潴
を
塡
め
、
村
を
成
し
、
新
た
に
此
の
渠
を
開
き
、
以
て
其
の
水
に
代
ふ
。

う
づ

代
の
稱
す
る
所
、
茲
繇
り
す
。

こ
こ

よ

用
水
と
は
漑
水
な
り
。

柴
山
平
野
の
間
に
、
舊
荒
川
有
り
。
西
よ
り
來
り
て
東
に
注
ぐ
。

渠
此
に
至
り
、
十
字
を
將
て
之
を
貫
く
。

こ
こ

も
つ

彌
惣
乃
ち
巨
木
梘
二
條
を
作
り
、
川
底
を
衡
亘
し
、
渠
水
を
呑
納
し
、
潜
り
て
南
に
出
で
し
む
。

而
し
て
各
々
の
流
れ
、
觸
礙
無
し
。

此
の
閘
是
な
り
。

こ
れ

故
に
伏
越
と
稱
す
。
伏
越
と
は
、
潜
伏
經
度
の
謂
な
り
。

凡
そ
渠
の
灌
す
る
所
、
埼
玉
足
立
南
北
四
郡
村
三
百
四
十
七
に
通
ず
。

其
の
閘
下
に
屬
す
る
者
は
、
村
二
百
有
二
・
田
萬
二
千
六
百
餘
町
た
り
。

功
の
竣
ふ
る
は
、
享
保
十
三
年
に
在
り
。

を

爾
後
、
水
脈
溥
く
通
じ
、
暵
潦
害
寡
く
、
漕
輸
も
又
た
利
あ
り
。

あ
ま
ね

民
大
い
に
便
と
し
て
之
に
頼
る
。

今
に
遝
ぶ
ま
で
百
六
十
餘
年
、
井
澤
氏
を
思
ひ
て
諼
れ
ず
。

お
よ

わ
す

嘻
、
其
の
澤
も
亦
た
渥
き
か
な
。

あ
あ

あ
つ

然
れ
ど
も
木
梘
は
朽
ち
易
く
、
率
ね
十
年
に
し
て
之
を
新
た
に
す
。

お
ほ
む

毎
に
金
千
數
を
費
や
す
。
民
或
ひ
は
艱
む
。

ご
と

な
や

今
の
埼
玉
縣
知
事
吉
田
公
、
嘗
に
之
を
憂
ふ
る
有
り
。

つ
ね

甓
に
て
造
り
、
以
て
永
く
固
か
ら
ん
こ
と
を
思
ふ
。

南
足
立
郡
は
、
管
東
京
府
に
屬
し
て
、
灌
を
受
く
る
こ
と
頗
る
多
き
を
以
て
、
諸
を
府
に
謀
る
。

こ
れ

府
も
亦
た
之
を
善
し
と
す
。

民
乃
ち
競
ひ
て
資
を
出
し
用
に
供
す
。

是
に
お
い
て
、
今
茲
春
、
工
を
鳩
め
材
を
庀
へ
、
以
て
役
に
就
く
。

こ
こ

あ
つ

と
と
の

其
の
制
、
泥
煉
石
灰
、
赭
瓦
片
を
黏
合
し
、
一
大
横
筩
を
成
す
。

又
た
礫
を
糅
じ
へ
、
厚
く
其
の
外
を
塗
る
。

ま

川
底
を
穿
ち
、
深
さ
を
加
ふ
る
こ
と
丈
八
尺
、
之
を
寘
き
て
梘
に
換
ふ
。

お

蓋
し
積
年
牢
を
益
し
、
全
石
の
長
く
壞
漏
の
虞
れ
を
絶
つ
が
ご
と
し
。

苟
く
も
觀
美
の
た
め
に
、
浮
費
宣
驕
す
る
に
は
非
ず
と
云
ふ
。

舊
梘
は
、
其
の
一
は
長
さ
廿
六
間
、
内
濶
丈
四
尺
、
高
さ
四
尺
。

其
の
一
も
之
の
如
く
、
濶
は
二
尺
を
減
ず
。

今
の
筩
は
、
長
さ
廿
九
間
、
内
徑
丈
二
尺
。

兩
端
の
竪
口
は
、
高
徑
各
々
丈
八
尺
、
厚
さ
皆
な
三
尺
五
寸
な
り
。

其
の
費
は
、
総
計
金
一
萬
五
千
三
百
九
十
六
圓
餘
た
り
。

縣
管
下
、
其
の
九
千
五
十
四
圓
餘
を
出
す
。

府
管
下
、
其
の
四
千
二
百
十
六
圓
餘
を
出
す
。

縣
、
二
千
百
廿
六
圓
餘
を
出
し
、
以
て
之
を
補
足
す
。
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一
月
よ
り
四
月
に
渉
り
、
凡
そ
百
十
餘
日
に
し
て
成
る
。

實
に
明
治
の
廿
年
な
り
。

平
野
邨
長
を
、
篠
崎
源
右
衞
門
と
曰
ふ
。

役
罷
は
り
て
言
ひ
て
曰
く
、

を

我
が
閘
は
、
固
よ
り
關
東
三
大
土
木
の
一
と
稱
せ
ら
る
。

且
つ
民
久
し
く
澤
氏
を
遺
愛
す
。

今
や
、
知
事
公
に
澮
を
濬
ふ
に
力
を
盡
く
す
の
政
有
り
、
吏
民
に
敬
順
趨
命
の
義
有
り
。

み
ぞ

さ
ら

澤
氏
の
績
、
頼
ひ
に
以
て
朽
ち
ず
。

さ
い
は

斯
の
盛
舉
に
遭
ひ
、
一
字
の
鐫
無
く
し
て
、
其
れ
可
な
ら
ん
や
、
と
。

乃
ち
自
ら
數
十
金
を
捐
て
、
又
た
同
志
諸
氏
に
醵
せ
し
め
、
石
を
閘
の
側
に
樹
つ
。

す

余
に
具
に
顚
末
を
録
せ
ん
こ
と
を
策
む
。

つ
ぶ
さ

も
と

余
や
、
頑
然
た
る
一
書
生
た
る
の
み
。
盛
事
の
下
に
附
し
、
亦
た
自
ら
朽
ち
ざ
る
を
喜
ぶ
。

遂
に
謙
辭
を
忘
れ
て
、
之
を
記
す
。

明
治
廿
年
歳
次
丁
亥
第
四
月
、
武
陽
中
島
慶
撰
し
幷
せ
て
書
丹
。

埼
玉
縣
知
事
從
五
位
勲
六
等
吉
田
清
英
篆
額
。

石
塚
友
次
鐫
す
。

●
人
物

○
徳
川
公
吉
宗

貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
か
ら
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
。
初
代
将
軍
家
康
の
曾
孫

で
、
四
代
将
軍
家
綱
の
は
と
こ
に
あ
た
る
。
紀
州
藩
主
徳
川
光
貞
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
紀
州
徳

川
藩
の
支
藩
と
も
い
う
べ
き
越
前
葛
野
藩
主
と
な
る
が
、
本
家
の
藩
主
が
相
次
い
で
逝
去
し
た
の
を
受

け
、
二
十
二
歳
で
紀
州
藩
主
に
就
任
。
こ
の
と
き
将
軍
綱
吉
か
ら
諱
を
賜
り
吉
宗
と
改
名
。
享
保
元
年

に
将
軍
家
継
が
早
逝
し
、
吉
宗
が
第
八
代
将
軍
と
な
っ
た
。
在
職
一
七
一
六
か
ら
一
七
四
五
年
。

○
井
澤
彌
惣
兵
衞

承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
～
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
。
紀
伊
国
溝
ノ
口
の
豪
農

の
出
身
。
元
禄
三
（
一
六
九
○
）
年
に
紀
州
藩
の
徳
川
光
貞
に
召
し
出
さ
れ
る
。
の
ち
藩
主
徳
川
吉
宗

の
命
を
受
け
、
紀
の
川
流
域
の
新
田
開
発
を
行
う
。
吉
宗
が
将
軍
と
な
る
と
全
国
的
な
灌
漑
や
新
田
開

発
を
命
じ
ら
れ
た
。
主
な
事
業
と
し
て
、
見
沼
開
発
の
他
に
、
多
摩
川
改
修
、
下
総
国
手
賀
沼
新
田
開

発
、
木
曽
三
川
改
修
な
ど
が
あ
る
。

○
縣
知
事
吉
田

吉
田
清
英
。
天
保
十
一
（
一
八
四
○
）
年
か
ら
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
。
鹿
児
島
藩

士
の
家
に
生
ま
れ
る
。
戊
辰
戦
争
で
は
西
園
寺
公
望
に
随
行
し
て
軍
功
を
立
て
、
賞
典
禄
六
石
を
賜
る
。

明
治
政
府
に
出
仕
し
、
東
京
府
権
典
事
を
皮
切
り
に
諸
官
を
歴
任
。
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
埼
玉
県

権
参
事
に
転
任
、
同
十
五
年
に
前
県
令
白
根
多
助
の
死
去
に
伴
い
、
埼
玉
県
令
に
昇
任
。
同
十
九
年
に
埼

玉
県
県
知
事
と
な
り
、
同
二
十
二
年
、
知
事
を
非
職
（
休
職
）
と
な
り
、
同
二
十
五
年
退
官
し
た
。

○
中
島
慶

文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
か
ら
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
。
本
名
は
慶
太
郎
、
号
は
撫
山
。

中
島
敦
の
祖
父
。
江
戸
の
豪
商
の
家
に
生
ま
れ
る
。
十
四
歳
で
漢
学
塾
に
学
び
、
亀
田
綾
瀬
に
も
学
ぶ
。

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
両
国
に
私
塾
「
演
孔
堂
」
を
開
塾
。
明
治
維
新
後
、
久
喜
に
移
住
し
、
同
六

年
に
「
幸
魂
教
舎
」
を
開
塾
。
以
後
子
弟
の
教
育
に
あ
た
り
つ
つ
、
多
く
の
文
章
を
書
く
。
久
喜
地
域
に

は
彼
の
手
に
な
る
石
碑
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

○
石
塚
友
次

不
詳
。
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●
注

○
武

武
蔵
国
。

○
埼
玉

埼
玉
郡
。

○
中
條

今
の
行
田
市
中
条
。

○
星
川

利
根
川
水
系
の
一
級
河
川
。
熊
谷
市
内
を
源
と
し
、
東
に
流
れ
て
見
沼
代
用
水
と
合
流
す
る
。

こ
こ
ま
で
を
上
星
川
と
い
う
。
今
の
久
喜
市
菖
蒲
と
上
大
崎
の
境
で
見
沼
代
用
水
か
ら
分
流
す
る
。
こ

れ
以
下
を
下
星
川
と
い
う
。
東
南
に
流
れ
、
白
岡
市
と
蓮
田
市
の
境
界
で
元
荒
川
に
注
ぐ
。

○
行
十
七
里
許

見
沼
代
用
水
の
総
延
長
約
六
十
㌔
。

○
盡
足
立
之
南
境

見
沼
代
用
水
東
縁
は
今
の
東
京
都
足
立
区
、
西
縁
は
川
口
市
に
至
る
。

○
柴
山

今
の
白
岡
市
大
字
柴
山
あ
た
り
。

○
平
野

昔
の
南
埼
玉
郡
に
属
し
た
村
。
今
の
蓮
田
市
大
字
上
平
野
あ
た
り
。

○
閘

水
門
だ
が
、
こ
こ
で
は
伏
越
な
の
で
、
水
利
施
設
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

○
潴

水
た
ま
り
、
池
。

○
袤
泓

袤
は
、
土
地
の
南
北
の
長
さ
。
泓
は
、
大
河
、
ま
た
水
の
深
い
様
。
こ
こ
は
、
弘
で
あ
り
、

広
の
音
通
で
あ
ろ
う
。
広
は
、
土
地
の
東
西
の
長
さ
。

○
取
其
水
漑
田

見
沼
は
も
と
も
と
は
沼
地
だ
っ
た
が
、
関
東
郡
代
伊
奈
忠
治
が
八
丁
堤
を
築
い
て
水

を
溜
め
、
見
沼
溜
井
と
し
て
い
た
。

○
甸

甸
は
、
周
代
の
国
都
周
囲
五
百
里
の
土
地
。
都
の
郊
外
、
近
郊
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
甸
」

字
の
構
成
要
素
の
「
田
」
で
田
圃
を
暗
示
す
る
。
動
詞
化
し
て
、
江
戸
郊
外
の
田
圃
と
す
る
、
の
意
。

○
南
紀

紀
伊
国
南
部
。
今
の
和
歌
山
県
南
部
か
ら
三
重
県
南
部
に
当
た
る
地
域
。
こ
こ
は
吉
宗
が
修

め
た
紀
伊
藩
の
統
治
地
域
で
、
紀
の
川
流
域
の
開
発
事
業
は
、
井
沢
弥
惣
兵
衛
が
担
っ
て
い
た
。

○
厲
民

「
孟
子
」
縢
文
公
上
に
「
今
也
、
縢
有
倉
廩
府
庫
。
則
是
厲
民
而
以
自
養
也
（
今
、
縢
の
国

に
は
米
倉
も
あ
れ
ば
金
庫
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
人
民
の
労
力
に
厲
（
頼
）
っ
て
、
（
君
主
が
）
安
楽
に

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
）
」
と
あ
る
。
「
厲
民
」
は
、
人
民
に
頼
る
こ
と
。
こ
れ
を
深

く
懼
れ
る
と
は
、
「
こ
れ
か
ら
行
う
事
業
に
よ
り
、
既
存
の
権
益
で
あ
っ
た
溜
井
か
ら
の
取
水
が
で
き
な

く
な
り
、
灌
漑
用
水
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
、
つ
い
に
は
人
民
の
負
担
や
労
力
を
大
き
く
し
て
し
ま

う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

○
成
村

新
田
を
開
き
、
村
落
を
形
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

○
其
水

見
沼
溜
井
の
水
。

○
漑
水

灌
漑
用
水
。

○
舊
荒
川

元
荒
川
。
も
と
も
と
は
荒
川
の
本
流
で
あ
っ
た
が
、
伊
奈
忠
治
が
熊
谷
久
下
で
、
荒
川
を

締
め
切
っ
て
西
遷
さ
せ
た
。
残
さ
れ
た
流
路
が
元
荒
川
。

○
梘

筧
。
水
を
通
す
竹
筒
だ
が
、
こ
こ
で
は
竹
に
限
ら
ず
木
製
の
器
具
。

○
衡
亘

熟
語
は
無
い
が
、
衡
は
、
横
。
亘
は
、
横
に
貫
く
、
か
け
わ
た
す
。
衡
亘
で
、
横
に
貫
き
掛

け
渡
す
。

○
呑
納

熟
語
は
無
い
が
、
呑
み
こ
み
納
め
る
。

○
各
流

見
沼
代
用
水
と
元
荒
川
の
そ
れ
ぞ
れ
の
流
れ
。

○
觸
礙

つ
き
あ
た
り
留
ま
る
。

○
經
度

経
は
へ
る
、
通
る
。
度
は
、
渡
る
。

○
暵

ひ
で
り
。
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○
潦

雨
水
。
長
雨
だ
ろ
う
。

○
漕
輸

水
路
に
よ
る
運
搬
。
見
沼
代
用
水
は
、
埼
玉
郡
足
立
郡
で
採
れ
た
農
産
物
を
、
江
戸
へ
運
ぶ

運
搬
路
と
し
て
も
、
当
初
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
。

○
諼

忘
れ
る
。

○
其
澤
亦
渥
矣
哉

井
沢
弥
惣
兵
衛
の
姓
の
「
沢
」
と
「
恩
沢
」
の
「
沢
」
と
を
掛
け
て
い
る
の
か
。

○
千
數

多
額
の
意
味
だ
ろ
う
。

○
甓

か
わ
ら
。
こ
こ
で
は
煉
瓦
だ
ろ
う
。

○
今
茲

こ
と
し
、
明
治
二
十
年
。

○
鳩

集
め
る
。
鳩
工
は
、
工
人
を
集
め
る
こ
と
。

○
庀

そ
な
え
る
、
と
と
の
え
る
。
材
、
以
就
役
。

○
泥
煉

熟
語
は
無
い
が
、
煉
は
、
練
る
。
泥
の
よ
う
に
練
る
こ
と
か
。

○
黏
合

黏
は
、
粘
に
同
じ
。
ね
ば
る
。
粘
合
は
、
粘
着
だ
ろ
う
。

○
赭
瓦

熟
語
は
無
い
が
、
赤
煉
瓦
だ
ろ
う
。

○
筩

筒
に
同
じ
。
横
筒
は
、
横
た
え
る
土
管
。

○
礫

小
石
。
こ
こ
で
は
砂
利
だ
ろ
う
。
上
述
の
練
っ
た
石
灰
に
砂
利
を
混
ぜ
た
も
の
だ
ろ
う
。

○
全
石

藤
井
明
は
、
全
部
が
ひ
と
つ
の
石
で
あ
る
の
意
で
、
一
枚
石
、
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

○
觀
美

徒
に
外
面
の
美
だ
け
を
務
め
て
、
内
容
が
充
実
し
な
い
こ
と
。
表
面
を
飾
る
。
「
孟
子
」
公
孫

丑
下
に
「
非
直
為
觀
美
也
。
然
後
盡
於
人
心
（
（
棺
桶
を
立
派
な
も
の
に
す
る
の
は
、
）
た
だ
外
観
の
美

を
飾
る
た
め
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
立
派
に
し
て
こ
そ
始
め
て
、
人
の
子
の
亡
き
親
を
思
う
心
を
満
足

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
）
」
と
あ
る
。

○
浮
費

む
だ
づ
か
い
、
浪
費
。

○
宣
驕

お
ご
り
を
示
す
こ
と
。
「
詩
経
」
小
雅
・
鴻
雁
に
「
維
此
哲
人
、
謂
我
劬
勞
、
維
彼
愚
人
、
謂

我
宣
驕
（
あ
の
優
れ
た
人
物
は
、
使
役
す
る
民
の
と
こ
ろ
へ
慰
労
に
赴
い
た
私
の
こ
と
を
、
「
民
を
労
っ

て
い
る
」
と
い
う
。
あ
の
愚
か
な
も
の
ど
も
は
、
私
の
こ
と
を
奢
り
を
示
し
て
い
る
と
評
価
す
る
）
」
と

あ
る
。

○
竪
口
高
徑

藤
井
明
は
、
樋
管
の
外
枠
の
直
径
、
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

○
縣
管
下

埼
玉
県
管
轄
地
域
の
町
村
。

○
府
管
下

東
京
府
管
轄
地
域
の
町
村
。

○
遺
愛

残
さ
れ
た
恩
愛
。

○
濬
澮

濬
は
、
浚
う
。
澮
は
溝
。
水
路
の
浚
渫
に
留
ま
ら
ず
、
水
利
事
業
全
般
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

○
無
一
字
鐫

石
碑
の
碑
文
の
一
文
字
す
ら
な
い
。

○
頑
然

か
た
く
な
で
、
愚
か
な
さ
ま
。

○
武
陽

武
蔵
国
の
別
称
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
見
沼
代
用
水
と
柴
山
伏
越
】

武
蔵
国
埼
玉
郡
の
中
條
か
ら
水
路
を
開
鑿
し
、
利
根
川
の
水
を
引
い
て
、
南
の
方
で
星
川
と
合
流
さ

せ
る
。
こ
の
水
路
は
、
さ
ら
に
十
七
里
ほ
ど
流
れ
て
、
足
立
郡
の
南
の
界
で
尽
き
る
。

こ
れ
を
見
沼
代
用
水
と
言
う
。

こ
の
水
路
が
柴
山
村
平
野
村
あ
た
り
の
平
野
を
通
り
過
ぎ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
水
利
施
設
が
あ
る
。
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【
見
沼
の
干
拓
と
代
用
水
の
開
鑿
】

も
と
も
と
、
足
立
郡
に
沼
地
が
あ
っ
て
、
見
沼
と
言
っ
た
。
東
西
南
北
数
里
四
方
の
広
さ
が
あ
り
、

多
く
の
農
民
が
そ
こ
か
ら
水
を
引
い
て
田
圃
に
灌
漑
し
て
い
た
（
見
沼
溜
井
）
。

徳
川
吉
宗
公
は
、
こ
の
沼
地
を
干
上
が
ら
せ
て
、
江
戸
郊
外
の
田
圃
と
し
よ
う
と
し
た
。

そ
こ
で
、
水
利
に
精
通
し
て
い
た
井
沢
弥
惣
兵
衛
と
い
う
も
の
を
、
南
紀
伊
か
ら
召
し
出
し
て
、
見

沼
干
拓
事
業
に
従
事
す
る
よ
う
命
じ
た
。

弥
惣
兵
衛
は
、
土
地
の
形
勢
・
有
り
様
を
審
ら
か
に
観
察
し
、
干
拓
事
業
が
灌
漑
用
水
の
確
保
を
難
し

く
し
、
人
民
の
負
担
や
労
力
を
大
き
く
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
考
え
た
。

そ
こ
で
溜
井
で
あ
っ
た
沼
地
を
埋
め
る
と
と
も
に
、
新
田
を
開
い
て
新
た
な
村
落
を
形
成
し
た
。
そ
し

て
溜
井
の
周
辺
に
沿
っ
て
新
た
な
灌
漑
用
水
路
を
開
鑿
し
、
見
沼
溜
井
の
代
用
と
し
た
。

「
見
沼
代
用
水
」
と
い
う
名
称
の
「
代
」
と
は
、
こ
こ
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
用
水
」

の
方
は
、「
灌
漑
用
水
」
の
こ
と
で
あ
る
。

【
柴
山
伏
越
】

柴
山
平
野
村
の
地
に
は
、
元
荒
川
が
西
か
ら
東
へ
流
れ
て
い
る
。
見
沼
代
用
水
路
は
、
こ
の
地
に
至
っ

て
元
荒
川
と
十
字
交
差
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
弥
惣
兵
衛
は
、
巨
大
な
木
製
の
筧
を
二
本
作
ら
せ
、
元
荒
川
の
川
底
を
横
様
に
貫
き
通
し
、
見

沼
代
用
水
の
水
を
そ
の
筧
に
流
し
込
み
、
川
底
を
下
へ
潜
ら
せ
て
南
側
へ
排
出
さ
せ
た
。
こ
の
装
置
に
よ

り
、
見
沼
代
用
水
と
元
荒
川
の
流
れ
と
は
、
突
き
当
た
り
留
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
自
然
に
流
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
冒
頭
に
述
べ
た
水
利
施
設
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
伏
越
」
と
い
う
が
、
伏
越
と
は
潜
伏
し
て

経
由
し
渡
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

【
見
沼
代
用
水
と
柴
山
伏
越
が
カ
バ
ー
す
る
エ
リ
ア
】

お
お
よ
そ
、
見
沼
代
用
水
が
灌
漑
す
る
地
域
は
、
南
北
埼
玉
郡
・
南
北
足
立
郡
の
合
計
三
百
四
十
七

箇
村
に
及
ぶ
。
そ
の
う
ち
、
こ
の
柴
山
伏
越
の
下
流
に
あ
る
も
の
は
、
二
百
二
箇
村
、
田
圃
は
一
万
二

千
六
百
町
歩
あ
ま
り
で
あ
る
。

【
大
事
業
の
恩
恵
】

柴
山
伏
越
を
含
む
見
沼
代
用
水
関
連
事
業
は
、
享
保
十
三
年
に
そ
の
工
事
が
完
成
し
た
。

以
来
、
こ
の
地
に
は
水
脈
が
あ
ま
ね
く
通
じ
て
水
を
供
給
し
、
日
照
り
や
長
雨
が
あ
っ
て
も
被
害
が

起
こ
る
こ
と
は
少
な
く
、
さ
ら
に
ま
た
運
漕
路
と
し
て
も
高
い
利
便
性
が
あ
っ
た
。

人
民
は
、
便
利
な
も
の
と
し
て
こ
の
用
水
路
を
頼
り
に
し
た
。
そ
こ
で
百
六
十
年
あ
ま
り
た
っ
た
現

在
に
至
っ
て
も
、
用
水
を
開
い
た
井
沢
弥
惣
兵
衛
の
こ
と
を
思
い
、
忘
れ
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

あ
あ
、
井
沢
氏
の
恩
沢
た
る
や
、
ま
こ
と
に
手
厚
い
も
の
が
あ
る
。

【
煉
瓦
造
り
の
筧
へ
の
改
修
】

し
か
し
な
が
ら
、
木
製
の
筧
は
腐
朽
し
や
す
く
、
お
お
よ
そ
十
年
で
改
修
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の

た
び
ご
と
に
多
額
の
費
用
を
要
し
た
。
そ
の
た
め
人
民
は
苦
労
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

今
の
埼
玉
県
知
事
の
吉
田
公
は
、
つ
ね
づ
ね
こ
の
こ
と
を
憂
え
て
い
た
。
そ
こ
で
煉
瓦
造
り
の
施
設
を

作
り
、
永
久
に
堅
固
な
も
の
に
し
よ
う
と
考
え
た
。

見
沼
代
用
水
に
よ
る
灌
漑
を
多
く
受
け
る
南
埼
玉
郡
の
諸
村
は
、
東
京
府
の
管
轄
下
に
あ
る
た
め
、
吉

田
知
事
は
東
京
府
に
相
談
し
た
。
す
る
と
東
京
府
も
こ
れ
に
賛
同
し
た
。
そ
こ
で
人
民
も
、
競
い
合
っ
て

建
設
資
金
を
供
出
し
た
。
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か
く
し
て
今
年
の
春
に
、
工
人
を
集
め
、
建
築
資
材
を
あ
つ
ら
え
、
工
事
に
着
手
し
た
。

【
新
た
な
筧
の
仕
組
み
】

新
た
な
筧
の
仕
組
み
は
、
石
灰
を
ど
ろ
ど
ろ
に
練
り
、
（
そ
れ
を
粘
着
剤
と
し
て
）
赤
煉
瓦
の
小
片
を

貼
り
合
わ
せ
て
、
横
た
わ
る
大
き
な
土
管
を
造
る
。
さ
ら
に
砂
利
を
交
ぜ
た
石
灰
で
そ
の
筒
の
外
側
を

厚
く
塗
り
込
め
る
と
い
う
の
も
で
あ
っ
た
。

川
の
底
を
、
一
丈
八
尺
ま
で
掘
り
下
げ
て
穴
を
穿
ち
、
筧
に
代
え
て
、
こ
れ
を
埋
設
す
る
の
で
あ
る
。

思
う
に
、
年
を
積
み
重
ね
る
に
つ
れ
て
堅
牢
さ
を
増
し
、
一
枚
石
の
よ
う
に
壊
れ
た
り
水
が
漏
れ
た
り

す
る
虞
れ
が
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

（
資
金
を
か
け
て
施
設
を
新
設
す
る
の
は
）
外
観
の
素
晴
ら
し
さ
を
求
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
浪
費
し
て

奢
り
を
示
そ
う
と
い
う
の
で
も
な
い
（
内
容
の
堅
牢
さ
を
求
め
た
の
で
あ
る
）。

【
新
た
な
筧
の
規
模
】

元
の
二
本
の
筧
は
、
一
本
目
は
、
長
さ
が
二
十
六
間
、
う
ち
の
り
の
幅
が
一
丈
四
尺
、
高
さ
が
四
尺
で

あ
っ
た
。
二
本
目
も
同
様
で
あ
る
が
、
う
ち
の
り
が
二
尺
少
な
い
。

新
し
い
筒
は
、
長
さ
が
二
十
九
間
、
内
径
が
一
丈
二
尺
で
あ
る
。
筒
の
両
端
の
外
枠
の
直
径
は
そ
れ
ぞ

れ
一
丈
八
尺
で
、
厚
さ
は
三
尺
五
寸
で
あ
る
。

【
費
用
負
担
】

伏
越
改
修
の
費
用
は
総
計
で
一
万
五
千
三
百
九
十
六
円
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。

埼
玉
県
管
轄
の
地
域
か
ら
九
千
五
十
四
円
あ
ま
り
を
醵
出
し
、
東
京
府
下
の
地
域
か
ら
四
千
二
百
十
六

円
あ
ま
り
を
醵
出
し
た
。
埼
玉
県
も
二
千
百
二
十
六
円
あ
ま
り
を
不
足
分
と
し
て
補
助
し
た
。

【
新
施
設
の
完
成
】

一
月
に
起
工
し
、
四
月
に
ま
で
渉
っ
て
、
お
よ
そ
百
十
日
あ
ま
り
で
新
施
設
が
完
成
し
た
。
実
に
明

治
二
十
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

【
建
碑
の
企
て
】

平
野
村
の
村
長
は
、
篠
崎
源
右
衞
門
と
い
っ
た
。
彼
は
柴
山
伏
越
の
新
修
工
事
が
終
了
し
た
と
こ
ろ

で
こ
う
考
え
た
、

「
わ
が
伏
越
は
、
も
と
よ
り
、
関
東
三
大
土
木
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
く

わ
え
て
、
我
が
人
民
は
長
い
間
、
井
沢
氏
の
恩
沢
を
蒙
っ
て
き
た
。

そ
し
て
今
や
、
知
事
陛
下
に
お
か
れ
て
ま
し
て
は
水
利
事
業
に
尽
力
さ
れ
る
と
い
う
政
治
方
策
を
取

ら
れ
、
官
吏
と
人
民
に
も
お
上
を
敬
い
順
い
、
そ
の
命
令
の
ま
ま
に
動
く
と
い
う
道
義
を
持
っ
て
い
る
。

（
そ
こ
で
伏
越
の
新
修
事
業
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。）

井
沢
氏
の
事
蹟
は
、
か
く
し
て
幸
福
な
こ
と
に
朽
ち
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
盛
挙
に
あ
た
っ
て
、
石
碑
に
碑
文
と
し
て
残
さ
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

い
や
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。（
当
然
石
碑
に
碑
文
を
残
す
べ
き
だ
）
。」
と
。

か
く
し
て
自
ら
数
十
金
を
醵
出
し
て
資
金
と
し
、
ま
た
同
志
の
者
に
も
醵
金
さ
せ
て
、
石
碑
を
新
施
設

の
傍
ら
に
建
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
碑
文
撰
文
の
経
緯
】

そ
し
て
、
私
中
島
慶
に
、
具
体
的
に
事
柄
の
顚
末
を
文
と
し
て
書
き
記
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

私
は
、
か
た
く
な
で
愚
か
な
、
一
民
間
人
学
生
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
盛
事
の
末
端
に
連
な

る
こ
と
で
、
自
分
の
名
前
が
後
生
に
残
さ
れ
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
辞
退
す
る
こ
と

も
せ
ず
、
失
礼
な
が
ら
謙
遜
の
言
葉
も
忘
れ
て
、
こ
こ
に
駄
文
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
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【
記
事
】

明
治
二
十
年
、
丁
亥
の
歳
四
月
、
武
陽
の
中
島
慶
が
撰
文
し
幷
せ
て
書
し
た
。

埼
玉
縣
知
事
從
五
位
勲
六
等
吉
田
清
英
の
篆
額
。

石
塚
友
次
が
鐫
刻
し
た
。

三
．
資
料

（
一
）
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
之
二
百
十

埼
玉
郡
之
十
二

◎
柴
山
村

○
元
荒
川

「
村
の
南
界
を
流
る
、
幅
二
十
間
程
、
川
の
添
て
堤

を
築
け
り
、
又
長
二
十
六
間
の
伏
越
樋
大
小
二
ヶ
所

あ
り
て
、
此
川
の
水
底
に
伏
せ
り
、
こ
れ
三
沼
代
用

水
を
引
も
の
に
て
、
樋
の
内
法
大
の
方
は
高
さ
四
尺
、

横
一
丈
四
尺
、
小
の
方
は
高
さ
三
尺
、
横
二
間
、
其

上
に
お
も
り
土
橋
と
て
、
二
筋
の
か
こ
ひ
を
設
く
、

こ
は
享
保
十
三
年
用
水
掘
削
の
時
、
井
澤
彌
惣
兵
衛

が
、
掛
り
に
て
作
り
し
も
の
な
り
、
其
頃
は
小
樋
の

方
は
掛
渡
し
な
り
し
が
、
寳
暦
十
年
改
め
て
共
に
伏

越
と
な
れ
り
、
こ
れ
を
柴
山
伏
越
と
稱
す
、
」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻
と
訳
注

・
藤
井
明
「
加
須
市
及
び
そ
の
周
辺
に
散
見
す
る
中
島
撫
山
の
碑
文
の
解
説
（
二
）
」
「
学
校
法
人
佐
藤

栄
学
園
埼
玉
短
期
大
学
研
究
紀
要
」（
八
号
、
一
九
九
三
）

②
翻
刻
と
訓
読

・
「
見
沼
代
用
水
沿
革
史
」
（
見
沼
土
地
改
良
区
、
一
九
五
七
）
（
「
見
沼
土
地
改
良
区
史
」
一
九
八
八
に

転
載
）

・
白
岡
市
教
育
委
員
会
「
中
島
撫
山
と
白
岡
」（
二
○
一
三
）

③
翻
刻

・
「
埼
玉
県
市
町
村
誌
」
（
一
九
七
五
）

・
「
い
し
ぶ
み

碑
に
刻
ま
れ
た
埼
玉
の
土
地
改
良
」（
一
九
八
三
）

・
「
伊
奈
町
史
資
料
調
査
報
告
書

第
三
集

伊
奈
町
の
金
石
文
」（
一
九
八
七
）

・
「
葛
西
用
水
史
」
（
葛
西
用
水
路
土
地
改
良
区
、
一
九
八
八
）

④
本
文
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・
中
島
竦
編
「
演
孔
堂
詩
文
］（
一
九
三
一
）

⑤
論
文
な
ど

・
白
岡
市
教
育
委
員
会
「
中
島
撫
山
と
白
岡
」（
二
○
一
三
）

以
上

二
○
二
五
年
九
月

薄
井
俊
二
訳
す


